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県政に皆さまの声を届けます。
ご意見・御要望をお待ちして
おります。

　4月の県会議員選挙後、初の定例議会となる６
月定例議会におきまして、私は公明党会派を代
表し初質問に立ちました。
　６月30日午前に行われた、一般（代表）質問の

中で、８項目にわたり質問を行いました。湯崎知
事と担当部局から、数項目にわたり前向きに検
討する旨の答弁を引き出すことができました。

質 問 項 目
①県の東日本大震災の被災地支援の拡充について
②ゲリラ豪雨による土砂災害、浸水災害対策について
③国際平和にむけた取組みについて
④県庁舎の節電と県民への節電要請の取組みについて
⑤県庁舎への LED蛍光灯導入と企業・住宅へ導入補助制度について
⑥県内就職雇用拡充でのふるさと奨学金制度の創設について
⑦がん治療費個人負担軽減の為の、公費助成制度について
⑧福山港の国際バルク戦略港湾選定での港湾整備について

●６月定例議会
で、私が質問し
ました一般（代表）質問
の模様や、テレビ放映さ
れた県議会ダイジェスト
が県議会ホームページ
で、ご覧頂けますので、
ご利用下さい。

インターネット中継
本会議の質疑・審議状況をインターネット
中継（録画）しています。

県議会ホームページ
http：//www.pref.hiroshima.lj.jp/gikai/ 検索検索検索広島県議会
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街頭県政報告会で、
がん対策の充実を訴える！

　６月４日、福山駅前で街頭演説を行い、広島県
が「がん対策日本一」を目指していることを報告
し、その中で、がん治療費の自己負担軽減運動と
して、署名活動を行いました。
　がん患者の約３割は、高額療養費制度で年間
100万円以上を自己負担しており、経済的理由で、
がん治療の継続や、治療の機会を奪わないように
街頭で訴えました。
　多くの買い物客は、「がんになったら、お金のこ
とが本当に心配で、自己負担軽減が実現すれば、
たくさんの命が救える」と語っておられました。

　５月26日、県庁舎内で林正夫議長に対し、議
会改革に関する申し入れを行いました。
　①議員定数について検討する特別委員会の早
期設置 ②議員定数を６６から５７に削減 ③議員
報酬の20％削減 ④政務調査費を廃止し、必要経
費の実費弁償とするなど提言しました。
　また、６月定例議会において、公明党は、議員
報酬の20％削減の議案提案を行いましたが、自
民、民主など他党の圧倒多数により、５％削減提
案が可決されました。
　引き続き、議会改革には、全力で取り組んでま
いります。

　６月２１日、厚生労働省を訪れ、がん対策に対す
る国の政策勉強会に斉藤幹事長代行、山本博司
参院議員とともに、参加致しました。
　その中で、がん治療費の自己負担軽減と、ま
た、粒子線治療など先進的ながん医療に保険適
用を求めた細川律夫厚労相あての７６４４人分の
署名簿を手渡し、国のがん対策の充実を要望して
まいりました。
　同省の担当者より、広島県のがん対策に対する
取り組みについては、大変、感心されており、国と
してもがん対策に前向きに取り組む考えを示され
ました。　

議会改革に取り組む！ 厚生労働省で、がん対策に関する
政策勉強会に参加！
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▲新エネルギー政策調査（福岡県）　６月７日
水素エネルギー自動車、水素住宅の取組み調査

▲育児支援政策で、取組み調査（福山市） 6月1日
広島県の委託事業による育児支援施設の状況調査

視察調査で、政策研究を行う！

尾熊の所属委員会が決定しました
＜常任委員会＞警察・商工労働委員会
＜特別委員会＞防災・治安特別対策委員会


